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I 再生装置のありかた

























早稲田大学図；1r, 館のレコード紙炎装I荘 2 
それは，聴取(1)レペル， (2)音の強弱の差の範囲（ダイナミック・レンジ），(3)周波
数特注， (4)歪・雑音・過度音などと原音声（原信号）との差 (SN比）， (5)原音場
の空間的特性の再現（立体性とか残勝特性）などです。これらのうち，第 2のダイ





































痛みに感ずる限界 130 db 
鉄板に打鋲 (0.5m) 114,; 
工場 78 ,_
繁華街の交通 68~ 
普通の会話 (1m) 65 /
住宅街 58 _, 
劇勘（観客あり） 42 /
家（都会） 40 / 
家（田舎） 30 ~ 
晋通のささやき (1.3m) 20 _,.
静かなささやき (1.6m) 10 /, 
最低可聴限界 0 /,
強さの そ人れ数ぞれのレベルを選んだの比率（％）レベJレ
森試境聴騒音者 2698d人b 現試悦聴騒音者 4634d人b db 
80-84 ゜ 3 75~79 7 16 
70-74 10 44 
65-69 34 29 
60-64 27 6 
55-59 16 2 







78 78 88 90 87 88 db 
75 74 79 89 84 84 
75 73 79 89 83 84 































カット (C/S) Iカット (C/S) 
98 250 7000 
96 570 5000 
90 960 3100 
80 1500 2300 
第4表音戸の明瞭 I迂
A級 40-13,000叫以上 C級 90-8,000 C/s 以上








ビック アップ ナジョナル ： WM-.'28 (針圧 U)
スタックス ： コソデンサー型（同 H )
グ レース： G-120アーム ：F3Dカ トー リッジ
フォノモーター 東京テレビ音懇 ：（タ ーン・テーブル 30cm)
ステレオ
アーム グレース ：G-360 
カ トーリ ッジ グレ ー ス： F-5D: エラック（針圧共に U)










メイン・アソプの所要電圧まで増幅する回路です。これは，イコ ライザ ，ー トーソ•
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(a) トー ソ・コソ トロール (TC)回路









性を示すものが多く（注10)、それに flatの位i翌がポ リューム（以下VR)の中点 （第7図
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第 1図 好まし く なし、特性
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第 4図第 3図の f特性曲線















4 6 100 4 6 lk 
第 5図 第 3図の低音特性曲線
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C --0,02 第14図低音変化特性曲線
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第 18図 本館のプ リアソ プ回路
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イコライザー回路後レベル ・セッ ト用の VRを設け（半固定），つぎにスライ
ド・スイッチによる PHONO と TUNERの切換え後， カソード・ホロワにはい
り， lOOknのVR(二連）でゲイン ・コン トロール(G.C.)を行なっています。前は第
19図のように 1Mnの VRを使い， カソー ド・ ホロワではなかったが， VRの高
抵抗値は回転角による誤差がひどく，ツマミをまわすたびに両チャンネルのバラソ
スがくずれてしまうことが多く，それにスラ イダーの位置による高域特性の変化な
どがありますので（ラジオ技術 1961年4月 p疇63J, 100 knのハ「Rに変え，カソ ドー・





カソ ード・ ホロ ワ回路後 JZAX7による一段増幅， P-G帰還がかけてあり，




:..., £~\U江-. : により 39dbの NFをかけてあり，この二段の
： 増幅度は， 22dbです。これは図6


















早稲Ll大学図lf館のレコ ー ド派奏装骰 12 
2千余枚のLPレコードが全部RIAAカープではありません。 ロソドソの frrカー
プを初~.)として NARTB , newAES, Columbia, など多くの録音特性のレコ ードが
ありますが，現在，コソサ トー といえばステ レオ， といわれるくらいになってお り
ますので，このプ リアソプは，RIAAカー ブにあわせてあります。
もし今後改造するとすれば，TC回路に低音の上昇切換え回路の付加，スクラ
ッチ ・フィルタ ー回路のとりつけ，そのくらいです。ラソプル ・フィルタ ーを設け
るつもりは，このプ リアソプに関してはまったくありません。もし必要と認めるよ
うな装置でしたら， コンサ トー 用としては不向きな低クラスのものです。
(c) ラウ ドネス ・コソト ロー ル回路とスクラッチ ・フィルタ ー回路
ラウ ドネス ・コソ l、ロールを当館は一度も使ったことがありません。簡単な
ラウ ドネス ・コント ロー ルを設けるくらいなら， TC回路をもっとよくした方が得
策だとおもいますし，本格的なのになりますと，CRを多く使い， ロー タリ ・ー
スイッチの切換式になり，ちょっとプリアソプに組込む，というわけにはまいりま
せん（回路図については，注7および百瀬了介著「．ハイファイアンプの設計」参照）。
スクラッチ ・フィルタ ーとしては 米国ハーマ・ノ ・カードソ社のサイテーツョ
ンIV型のようなのが割合に簡単で，特性もよいとおもいます（注9)o
(d) ノイズ ・サプレッサー （雑音抑制）回路
スクラッチ ・フィルタ ーとはちょっと違いますが，視聴覚係には，オルソソ型
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されておりますが，メイソ ・アンプのみでの特性は，プ リアンプや，カー トリッジ，





現在，図書館で使用しているメ イソ・アソプは， レコード・コ｀ ノサート用に．
山水霊気製 Q-35-35 出力 35WX 2 (出力管 6CA 7• p. p.) 
他に総合型アソプとして，パイオ ニア ：FM-R-301 (出力管 6AR 5• p. p.) 





ウ フー ァー パイオニア PW-38C (I「IPW-15C) 
スコ ーカー YL音臆,_, 555 Y L MC -250型ホーソ
ツイ ーター YL音評 S H -18 MC -800型ホ ソー
以上を二組使用し， 3ウ;r.イ2チャソネル， 12<1b/ocし，ネットワ ーク，クロス
オーバー 6004,000 k「/s,で平面バッフル (3X2.4 m) (邸橋正明氏設計）にと
りつけ，教室前面，スクリ ーソ両側 (ttl!)に悩いてあります。
吸音については，図書館雑誌 No.426, p. 226のような計画でしたが，稲々の























バ ー に限定されますから，設計として50~10,000勺sをできるだけ flat に再生するよ
うにしてあります。
この装晋の内容は，
レコ ドー・ プレ ーヤー 5台
詳細は，
フォノモークー CE C FR-C300型
ピックアップ スクックス ・コソデソサー型
レツーバー 藤木屯器 DR-531型
アソプ 9チャンネル (6AR S(T) S) 
ほかにステレオ用に，
アーム TEAC PA-2型
カートリッジ グレース F-5 D 
レジーバー ア・ンダ音密 S T-1 












携罰・用電菩として，レコ ード・プレー ヤー5台（邸橋正WI氏設計，モーターCEC, 
ピックアップナショナルWM-28)があります。これはレコ ドー・ プレーヤー（プ
リアンプ附屈）としても使用できるようになっています。電菩としては，スピー
















コソサー ト用レコー ド ・ブレー ヤー
- 147-
早稲田大学図困館の レコード荻奏装訟 16 
〈注〉
1. National electronic components'61 
2. 屯波世界 '59年 7月「Hi-Fi再生のあり 方」富田義雄
3. ラジオ技術 臨増第14集 p.50 
4. / '61年4月 瀬川冬樹
5. 編波世界 '60年1月 p. 91 
6. / / / p. 90 
7. ラジオ技術 臨増第14集 p.56 
s. //'59年 9月 p.165 
9. //'61年 4月 p.152 
10. 電波世界 '61年 1月 「Hi-Fiプリアンプのすぺて」 瀬川冬樹
ll. 図杏館雑誌 No.426 「早稲田大学図芯館視聴党センター」 麻橋正明
12. 聴感と音声 P.152-3 
〈参考文献 〉
「聴感と音声」（放送技術双芯）中島博美著 日本放送出版協会刊 '60年 3月
「負帰還増幅器」齋藤彰英著 近代科学社刊 '59年12月
「アマチニア オーデ ィオ ハンドブック」 オーム社刊 '58年11月
「全 日本真空管マニ ニアル」（ラジオ技術全芯 2) '59年12月
「OTLアンプの設計と製作」（ラジオ技術全杏 5) 武末数馬著 '59年12月
「ハイファイアンプの設計」（ラ ジオ技術全芯 7) 百瀬了介著 '61年7月
「ラジオテレビ諧座」 5巻 共立出版社刊 '57年 2月
雑誌＝ラジオ技術 ・ 冠波世界 • ’厖波科学
-146-
